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エレベータ最適配置による
時間的肉体的バリアフリーの実現



現状

公明党HP ： https://www.komei.or.jp/komeinews/p157812/



現状

国の考えるバリアフリー

心のバリアフリー
強化

＝ ハード面 × ソフト面



課題

引用：国土交通省動画資料より



課題
設置すればいいだけの義務

エレベータしか階層移動のできない障がい者と
階段なども利用できる健常者との

肉体的時間的隔たり の発生

本質的な障がい者の円滑な利用
につながっていないのではないか。



研究環境
モデル

Next Action

仮説

文教大学東京あだちキャンパス

障がい者（車いす利用と仮定）と健常者との
時間的（≒肉体的）隔たりの小さいエレベータ配置がある

①校内ネットワークの作成
②エレベータ設置可能条件（場所）の明確化
③移動コスト算出/最小化



Fin.
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